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　遡上する津波波力が建物に作用する際の振る舞いについて，実験的にも解析的にも多くの研究がされてい

る．しかし，斜面崩壊による津波の遡上及び浸水における波力の変動は十分に明らかになっていない．そこで

本研究では，3次元流体シミュレータである及び2次元シミュレータを用いて，遡上計算の精度，特に波力の変

動について考察する．対象としては2018年スラウェシ島地震津波の地滑り性津波とした。 

 

　まず，Arikawa et al.(2018)の調査結果を参考に，パル湾内の波源位置を合計6地点に設定した．本検討では

簡易的に断層モデルによる波源の作成を行うこととした．各パラメータの内，断層面積，走向，傾斜角につい

てそれぞれ3ケース，9ケース，2ケースずつ考慮して，合計288ケースとした．そのなかで、潮位計の記録に

対する変動特性を検討した。 

 

　次に、最大浸水深とフルード数のばらつきについて検討した。検討を行うにあたっては，評価検討区域を湾

内の20の地域に細分化した．各セグメントは、パル湾の沿岸に沿って，地形的な変化点を境界として，簡易的

に区分した。セグメントごとに，全ての津波波源のケースに関する津波遡上計算結果をまとめ，最大浸水深及

び最大浸水深時フルード数の結果を用いてそれぞれのヒストグラムを作成した。 

 

　これら結果から，最大浸水深の平均及び分散は，波源に近い，または湾内の対岸に位置するセグメントにお

いて大きくなっていることが分かった．一方で，最大浸水深時フルード数の平均及び分散は，最大浸水深の結

果と比較するとセグメントによっての差異が小さく，今回の検討においては，地形的特性の影響が小さいと言

える． 

 

　次に，各種ばらつきと，最大浸水深との関係についての検討を行った．その際，全ての津波波源のケース及

びセグメントについての津波遡上計算結果をまとめ，最大浸水深の小さな値から順に，0.2mごとに群を設定し

た．そして設定した群ごとに最大浸水深及び最大浸水深時フルード数のヒストグラムを作成した．その結

果、全体的に最大浸水深が増加するに従って約4倍程度まで漸増する傾向がみられる．最大浸水深時フルード

数の値としては，1.5～2.0倍程度増加していたことがわかり、今後は、本検討結果を構造物に対する設計など

に活かす方法を考えることが重要である
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